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初乳生産量の抑制による牛の周産期疾病対策の検討
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要 約

初乳生産量（初乳量）を抑制するような栄養管理を行うことで牛の周産期疾病対策ができないか検討した。
初乳量と周産期疾病発生の関係について調査したところ、周産期疾病を発生した牛は有意に初乳量が多かった。
初乳量は乾乳期給餌飼料内容の影響を受け、牧草飽食の給餌内容に変更したところ、初乳量は有意に低下し、
それに伴い周産期疾病発生率も低下する傾向が見られた。乾乳期給餌飼料内容を変更することで初乳量は抑制
されるものの、分娩後の初回牛群検定成績値を用いて調査した305日乳量に差は見られなかった。以上の結果か
ら、初乳量は周産期疾病発生に影響を与え、初乳量を抑制するような栄養管理を行うことは有効な周産期疾病
対策のひとつとなる可能性が示された。
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乳牛における周産期疾病の病傷事故件数割合は、平成
29年度家畜共済統計において約10％に達し、酪農経営に
おける大きな課題となっている。周産期疾病の発生は、
乾乳期の栄養管理や分娩後の負のエネルギーバランス
（NEB）と関連があるとの報告が多数なされ［1‐8］、分娩
前後の各種栄養素を増給・充足させることで、周産期疾
病やNEBの予防・早期改善を図る対策が主に行われて
いる［5、7、9‐12］。それらの対策が効果をあげている例もあ
るが、未だに周産期疾病が多数発生している状況を鑑み
ると、新たな観点からの対策が求められている。

NEBは摂取した栄養を上回る乳が生産されることで
引き起こされる［4‐6］。これまでの牛群改良の結果、わが
国における1頭あたりの泌乳量は右肩上がりで増加して
いるが［13］、その泌乳量に見合うだけの乾物摂取量の増
加が得られないことがNEBの根本的な原因である［3、5、6］。
そこで我々は、初乳生産量（初乳量）を抑制することで
NEBを緩和し、周産期疾病対策ができないかという点
に着目し調査を行った。その結果、初乳量、乾乳期の給
餌飼料および周産期疾病の関係について有用な知見が得
られたので報告する。

材料および方法

北海道内A牧場で飼養されている乳用牛を用い、2018
年5月～2019年7月に分娩した牛延べ101頭（うち初産；
58頭、2産；24頭、3産以上；19頭）について、初乳量
と分娩後の周産期疾病の発生の有無を記録した。初乳量
は分娩後1回目の搾り切り乳量とし、本調査での周産期
疾病は、乳熱、起立不能、ケトーシス、第四胃変位、胎
盤停滞、分娩後乳房炎、子宮炎、産褥熱と定義した。
乾乳期間は乳量に応じて約60～70日とり、飼養形態は

乾乳前期（乾乳～分娩約3週間前）はフリーストール、
乾乳後期（分娩約3週間前～分娩）はフリーバーンであ
る。分娩後はフリーバーンのフレッシュペンで約1週間
飼養され、フリーストールの搾乳牛群に組み入れられる。
調査期間中に乾乳期の飼料設計を見直し、（1）初乳

量、乾乳期の給餌飼料および周産期疾病の関係、（2）
乾乳期の給餌飼料と305日乳量の関係、について調査し
た。乾乳期の給餌内容（原物）および可消化養分総量
（TDN）、粗タンパク質（CP）、乾物（DM）充足率［14］

は表1のとおりであり、ビタミン製剤やカルシウム製剤
をはじめ、表中に記載していない飼料は使用していない。
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305日乳量は分娩後の初回牛群検定成績値を用いた。
結果は平均値±標準誤差で表記し、統計処理は t検定

またはカイ2乗検定により行った。

成 績

はじめに、初乳量と周産期疾病の関係について調査し
た。周産期疾病を発生した牛と発生しなかった牛を比較
したところ、産歴に差はなかったが（疾病発生ありvs
疾病発生なしは2．0±0．3産 vs1．7±0．1産：p＝0．50）、
周産期疾病を発生した牛は有意に初乳量が多かった（疾
病発生ありvs疾病発生なしは9．0±1．0l vs6．6±0．3l：
p＜0．05）（図1）。なお、発生した周産期疾病の内訳は、
第四胃変位が2頭、胎盤停滞が3頭、乳房炎が1頭、産
褥熱が1頭であった。続いて乾乳期の給餌飼料を変更し、
初乳量がどのように変わるか調査した。A牧場は規模拡
大中であったため、給餌飼料変更前に比べ変更後の産歴
が高かった（変更前vs変更後は1．3±0．1産 vs2．5±0．2
産：p＜0．01）が、初乳量は有意に低下した（変更前 vs
変更後は7．5±0．4l vs5．6±0．3l：p＜0．01））。同一産
歴（2産）の牛で比較するとその差はより明らかであっ
た（変更前 vs変更後は12．5±0．9l vs 5．6±0．5l：p
＜0．01）（図2）。
乾乳期の給餌飼料変更が、周産期疾病の発生にどのよ

うな影響を与えるか調査した。上述のとおり、乾乳期の
給餌飼料変更後は変更前に比べて産歴は高かったものの、
周産期疾病発生率は低下する傾向が見られた（変更前vs
変更後は9．4％（6／64頭）vs2．7％（1／37頭）：p＝0．20）
（図3）。なお、周産期疾病発生牛の産歴について給餌
飼料変更前は1．8±0．3産、変更後は3．0産であり、オッ
ズ比は3．72であった。
最後に乾乳期の給餌飼料変更に伴う305日乳量につい
て調査した。産歴による影響を排除するため、同一産歴
（2産）の牛で比較を行った。給餌飼料の変更前後にお

表1．乾乳期の給餌飼料内容
変更前 変更後

前期 後期 前期 後期
配合飼料 1kg 2kg 給与しない

デントコーンサイレージ 2．5kg 給与しない
牧草（チモシーロールサイレージ） 飽食※ 飽食※

TDN充足率 62～80％ 70～87％ 66～93％ 62～87％
初産 CP充足率 59～80％ 69～88％ 58～89％ 53～81％

DM充足率 58～78％ 67～86％ 66～95％ 66～95％
TDN充足率 71～91％ 78～97％ 75～105％ 69～97％

経産 CP充足率 73～99％ 83～106％ 71～111％ 63～98％
DM充足率 53～71％ 61～79％ 60～87％ 60～87％

※配合飼料はCP20％以上、TDN75％以上
※牧草の原物摂取量は変更前は約11．3kg、変更後は約17kg

図1．周産期疾病発生の有無と初乳量について

図2．乾乳期の給餌飼料と初乳量について

図3．乾乳期の給餌飼料と周産期疾病発生率について

図4．乾乳期の給餌飼料と305日乳量について
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ける分娩後の初回牛群検定成績値において、検定時分娩
後日数に差はなく（変更前 vs変更後は18．7±2．4日 vs
20．6±3．0日：p＝0．66）、期待乳量（変更前 vs変更後
は10，744±210kg vs10，621±137kg：p＝0．61）、補正乳
量（変更前 vs変更後は12，178±274kg vs12，586±153
kg：p＝0．17）とも差は見られなかった（図4）。

考 察

初乳量は周産期疾病の発生に影響を与え、初乳量を抑
制するような栄養管理を行うことは有効な周産期疾病対
策のひとつとなる可能性が示された。この要因として、
初乳量を少なくすることで、乳生産に伴うエネルギー要
求量および乳中に移行するカルシウムの絶対量が削減で
きることが考えられる。The Cornell Net Carbohydrate
and Protein System（CNCPS）ver6．1［15］に基づけば、
乳脂肪率4．0％、乳タンパク質率3．3％の生乳1kgの生
産に必要な代謝エネルギー（ME）、代謝タンパク質（MP）
はそれぞれ約1．2Mcal／日、約46g／日であり、乳量が20
kgになると、泌乳で要求されるME、MPが総要求量の
約50％を占める。A牧場で本調査期間終了後も牧草飽食
のみの乾乳期給餌内容と初乳量の記録を継続したが、初
乳量は産歴が上がると増える傾向が見られたものの、4
産以上の牛でも6．8±0．5l（n＝14）であり（令和4年
度日本獣医師会獣医学術学会年次大会にて報告）、2産
以上の乳牛における既報の初乳量（7．0［16］～9．9［17］kg）
と同等以下の水準であった。初乳は妊娠末期の数日間に
合成されるため、初乳の合成は妊娠期の栄養要求量には
含まれないものの、いくつかの栄養成分を大量に必要と
する可能性が示唆されている［18］。乳生産に伴うエネル
ギーやカルシウム等の栄養要求量を抑えることは、NEB
の緩和や低カルシウム血症の予防を通して、周産期疾病
の発生低下に貢献すると考えられた。
乾乳前期にエネルギー給与制限を行った別の試験では、

泌乳ピーク到達が緩やかになり、分娩後の血中ケトン体
濃度の増加が小さくなった［19］。また、泌乳持続性が向
上するため、305日推定乳量もエネルギー給与制限を行
わなかった試験区と比べ63～1，135kg多かった［19］。乾
乳期の栄養管理方法は異なるものの、飛び出し乳量を抑
えることで泌乳ピーク到達が緩やかになり、泌乳持続性
が向上する点は本調査でも共通しており、それゆえ305
日乳量が維持できたと考えられた。さらに別の報告にお
いても、初乳量と305日乳量に関連がないことが示され
ており［20］、初乳量を抑制することによる乳生産への影
響は少ないと考えられた。

今回の調査においては畜主の意向により濃厚飼料を給
与せず、牧草飽食のみという給餌内容へ変更した。現在
一貫した結論は得られていない［18］ものの、分娩が近い
牛は分娩後の栄養濃度が高い飼料への馴致やルーメン絨
毛発達のため、濃厚飼料の増給が推奨されてい
る［7、18、21、22］。A牧場は分娩後、フレッシュペンで搾乳
用TMRを給与し始める。この際、牧草を併給（飽食）
し、濃厚飼料の追加給与は行わない。分娩後の急激な濃
厚飼料の増給を避けるとともに繊維を十分に給与するこ
とで、ルーメンアシドーシスが回避されたと考えられた。
結果として、分娩後早期に乾物摂取量が回復し、NEB
の緩和につながったと推察される。従って、乾乳期の望
ましい給餌内容は各牧場における分娩後の飼養形態や給
餌管理方法とも関連すると考えられ、本調査が乾乳期に
濃厚飼料を給与しないことを推奨するものではないこと
に留意されたい。
初乳量は産歴や分娩後初回搾乳までに要する時間、子

牛の生時体重［16］、季節［23］など様々な要因によって影響
を受けることが報告されている。今回の調査においては
それらの要因は考慮せず、乾乳期の給餌飼料の変更に
よって行った。初乳量に影響を与える栄養学的要因の解
明にはさらなる調査が必要であるが、我々の経験上、主
に乾乳期給餌飼料中のCP（特に溶解性タンパク質
（SIP））および乾物摂取量が関与している可能性が考
えられる。具体的には、乾物摂取量を高く維持しつつ、
特に乾乳後期のCPを抑制した場合に初乳量が少なくな
る例を経験している。今回の調査においても、乾乳期の
給餌飼料変更前に比べ変更後はDM充足率が高く、乾乳
後期でのCP充足率は低い傾向にあった。分娩前におけ
るタンパク質給与が初乳量に与える影響は評価されてい
ない［18］ため、今後さらなる調査が求められる。
以上のことから、初乳量を抑制するようコントロール

することは、305日乳量を維持しつつ、従来増給を行っ
ていた飼料費や各種添加剤費、周産期疾病発生に伴う治
療費や牛の更新費用等の生産コスト低減を可能にし、牧
場の収益増加につながるものと考えられる。
最後に、本調査に協力いただいたA牧場に深く御礼

申し上げる。
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